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要   旨： 
本論文は、アフガニスタンの国家再建に JICA(国際協力機構)の援助専門家として取組んでき
た著者による実務家ならではの論考である。2001 年にタリバン政権が崩壊した後、国際社会は
多額の資金と人員、そして軍事力を投入してアフガニスタンの復興と平和構築を支援した。しか
しながら、今なお「脆弱国家」あるいは「破綻国家」という惨憺たる評価を受けている。しかし
ながら、19世紀以来、この国をめぐって展開されてきた英国とロシア（ソ連）のグレート･ゲー
ムにおけるアフガン人の抵抗と中立性への志向に注目する著者は、2001 年以降の米国主導の復
興と軍事行動（「不朽の自由」作戦と ISAFによる平和維持活動）、および外部からもたらされる
援助資金と援助実務家たちの行動もまた、歴史的なアフガン人の「外部者」への対処の文脈のう
ちに読み込まれていくことを指摘する。 

2001年の「ボン会合」、02年に東京で開催された「支援国会合」、06年の「ロンドン支援国会
合」そして 2008年のアフガニスタン国家開発計画（ANDS）にいたるまで、世界的な援助政策
の潮流の変化もまた、アフガニスタンの復興を翻弄した。国連ミレニアム開発目標も視野に入れ
た援助・開発計画の策定の中で、援助を必要とする人々に焦点を当てようと努力してもなお、ア
フガニスタン現地の複雑な権力関係と地域間格差の問題に絡め取られていく一方、国際社会は世
界銀行や IMF の動向に影響を受け、債務の削減のスケジュールを示すことをアフガニスタンに
も求めた。著者は、ここで援助実務の専門家として世界的かつ支配的な援助政策の潮流に翻弄さ
れながらも、アフガン社会が国家再建への具体的方途を描けぬまま、援助の受け手としての役を
いかに巧みに演じていたかを冷静な分析で描き出している。 
紛争後地域における援助問題は、ともすれば援助する側の論理を強調するか、批判するかに二
分されがちである。しかしながら嶋田氏は、過去十年にわたる援助計画と執行のなかで、支援を
受ける側の主体性と責任能力の涵養がいかに見落とされてきたかを描きつつ、軍を派遣せず、国
際政治において覇権を求めない日本ならではの援助の実現に希望をつなごうとする。氏の視角は、
普遍的と信じられている規範を押し付けようとせず、援助プロセスにおけるアフガン社会からの
レスポンスを含めて丹念に検討することで、どの段階で、何を見誤ったがゆえに、今日も尚、国
家再建には程遠い状況であるのかを明らかにした。 
学問の系統からみれば、既存の研究蓄積のうえに新たな知見を提供することが求められるが、
本論文は、その点においてやや不十分であるとの指摘もなされた。しかしながら、アフガニスタ
ンに関する地域研究と援助政策の関係を論じるという取り組みは、嶋田氏にしかなしえない独自
性を備えており、今後の開発政策、開発経済学に対して既存の研究の延長線上には見えにくい新
たな地平を拓く可能性を示している。 



よって審査員一同は、本論文が博士（グローバル社会研究）（同志社大学）の学位を授与する
にふさわしいものであると判断する。  

 



学力確認結果の要旨 

 
２０１２年７月２４日 

 
論 文 題 目：「国家建設」の内発性と継続性‐アフガニスタンに見るその限界と可能性 
学位申請者： 嶋田 晴行 
審 査 委 員： 
主 査： グローバル・スタディーズ研究科 教授 内藤 正典  
副 査： グローバル・スタディーズ研究科 教授 中西 久枝  
副 査： グローバル・スタディーズ研究科 教授 峯 陽一  

 
要   旨：  
学位申請者の嶋田晴行氏に対して、2012年 7月 23日の午後 2時 45分から 4時 30分に博士
論文に対する公開審査を行い、申請者の学力を確認した。申請者による論文内容についての 40
分間の口頭発表を受けて、その後質疑応答を行った。 
審査委員からは、アフガニスタンが近代国家の様相を呈していない中で実施された援助の特異性、
および援助の効率性、世界的な援助政策の潮流の変化等について質問がなされ、申請者は学識と実務
経験に基づいて的確な回答をした。本論文の基になる開発経済学および開発政治学、論文の中核をな
す援助政策の国際的動向、アフガニスタンに対する過去十年におよぶ援助の実態と、アフガン社会の
側の応答についても、充分な分析力を有することを確認した。 
申請者は、世界銀行本部（米国）において勤務した経験をもち、アフガニスタンの JICA事務所に
も勤務しており、実務経験を通じて英語能力についても申し分ないことは明らかである。 
以上のことから、本学位申請者の専門分野に関する学力ならびに語学力は十分なものであると認定
する。 
 
 
 
 

 








